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 日本共産党議員団の法律相談 
次回は  ３月 ８日（土）  

午後１時  （要予約） 

 

日本共産党平塚市議会議員団 
電話 0463－23－1111（内線 2375） 

平塚市浅間町９－１ 平塚市議会控室 

 No.９６５  ２００８年２月１０日発行  

 

共産党議員団 地元住民と現地調査 
交通渋滞の緩和などを図るため、県が進めているこの湘南新道は、相模川から国道１２９号線・

平塚伊勢原線・平塚秦野線を経て大磯町境までを結ぶ道路として計画されています。現在、湘南 

銀河大橋から１２９号線までの整備がほぼ終り、今後、新道は１２９号線とは側道で通じるようにし、 
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「湘南新道」から１２９号線の接続部分に 

右折帯がほしい！ 

 

 

右折する車と直進する車で混雑する、銀

河大橋から１２９号線に接続する部分 

 

 
１２９号線の下を

くぐって西に進む

計画になっている 

といいます。 

この橋を利用す

る車は非常に多

く、朝は寒川方面

にいく車が渋滞

し、夕方は銀河大

橋を渡って帰る車

でさらに渋滞。 

ところが、１２９号

線にぶつかる交

（次ページへ） 

差点に右折帯がないために、右折車が止

まると直進の車も動けません。待ちきれな

い車が、無謀な追い越しをして危ないと、

住民の方からも渋滞による苦情が出てい

ました。 

そこで、５日朝７時、地元住民の方々と

くらし福祉相談室長の高山氏、共産党議

員団２名とでまず現地を見てきました。 

朝より夕方のほうが深刻だということで

すが、歩道橋から約１時間調査しただけで

も、直進する車は、右折車を回避するため

に左折車線に一旦入って直進して行った

り、右折に慣れている車は、右側にある斜

線部分に侵入して右折するなど、危ない場

面が何度も見られました。 

この１２９号線にぶつかる交差点には右

折帯がないのに、その手前の交差点には、

ほとんど右折する車はいなくても右折帯が

設置されています。 

危険だという地元住民の声は、いつか事

故に繋がりかねないことを示唆しているの

ではないでしょうか。 

 

その手前の交差点には、あまり利用され

ない右折帯が広々と確保。 

朝は、寒川方面に向か

う車が長蛇の列。それ

が夕方には逆転し、毎

日ひどい渋滞が起こ

っているのです。 

 



 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
                                                                                                   

 

 
  

 

 

 

    ２週間前の「議員団ニュース」で、現場で働く市の職員は、正規職員が辞めると

臨時（パート）職員に切りかえられ、仕事が非常にハードになっているということをお知ら

せしました。 

臨時職員は１か月に働く時間が決められています。１週間を２人で分け合って働く、決ま

った曜日だけ働く、朝７時～１１時まで、午後３時～７時までなど、それぞれの臨時職員が

細切れに働いています。 

 

 

平塚市立ひばり幼稚園では、２月６日午前９時半から「コクリコ劇団」によ

る人形劇が行われました。 
いつもなら、幼稚園に送ってきて「じゃあね」と言って帰るお母さんたちも、

この日は入園前の子供たちも連れてきて、園児とともに楽しい時間を過ごしま

した。 
この日演じたのは「貧乏神と福の神」と「金の斧と銀の斧」の２作でした。 
園児の中には人形のセリフをまねる子、お母さんのほうを何度も振り返って

はお母さんも見ていることを確認している子などいろいろでした。 
幼稚園では保護者が一緒に参加する行事は年に数回。でも、今日のような人

形劇は年に１回とのこと。 
子どもと一緒に楽しむ行事はとても楽しみというお母さんは「もっと、こう

いう行事の回数を増やしてほしいと、感想文に書いてきました」とにこやかに

語ってくれました。 
きっと、人の心の優しさや、嘘をついたら 

いけないということも、人形を通して 
子供たちの心に温かく伝わったのでは・・と 
見学させていただいた私まで心和むひと時でした。 
                 （M） 
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２
弾 

平塚市保育所職員の状況 

     人 

正規 再任用 嘱託 嘱託栄養士 臨時 計 

127 1 33 2 132 295 

 
上の表は、今年１月の平塚市の保育所職員の状況です。すでに、正規職員より非正規職

員のほうがずっと多くなっています。 

いま、保育所では待機児童を出さないために、年度途中から入所枠を増やし年度末近くに

は定員の１３５％まで受け入れています。そのために、臨時職員をさらに増員することに

なるのです。しかし、この臨時職員を探して採用する仕事はそこの園長に任されており、

どこの園長先生も臨時職員の確保に頭を悩ませています。 

平塚市立保育園は全部で１０園ありますが、それぞれの園で働く正規の保育士は概ね１

０人～１３人、臨時は１０～１７人となっています。この臨時職員の確保に責任を持たさ

れるわけですから大変です。 

嘱託職員の条件 

  保育士 調理・労務 

一日の勤務時間 ７時間 ８時間 

１週間の勤務時間 平均３５時間 平均３０時間 

月の賃金 １６万４３００円 １２万円 

資格・条件 保育士資格 なし 

また、嘱託職員は正規の職

員とほとんど同じ仕事をし

ていますが、１年ごとの契約

で、５年が限度となっていま

す。 

年々仕事に慣れて、やる気

満々で率先して仕事をして

も賃金は上がりません。 

そして、嘱託調理員は、この金額では自活すらできません。 

臨時職員の時給は、保育士の有資格者で８９０円、幼稚園の先生の免許を持っていても保

育士の免許ではないため７７５円です。調理職員は調理師の免許を持っていようと「必要

なし」とされ７７５円。 

 この金額を提示して臨時職員を確保しなくてはならない施設長、そして、どんなに意欲

的に働いても認められない臨時職員の賃金。正規職員は、そうした臨時職員のできない部

分を補うために、今まで以上に精神的にも肉体的にも疲れるといいます。 

人件費削減は、こうした人たちの並々ならぬ努力によって行われているのです。 

 


